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《 費 用 対 効 果 分 析 説 明 資 料 》 

 

事 業 名 地すべり対策事業 地区名等 大山長根 

 

【費用対効果の算定内容】 

 

1． 費用対効果の算定根拠 

 算定については、「地すべり対策事業の費用便益分析マニュアル（案）」（平成 12 年 1 月 建設省砂防部）

によった。本マニュアルにおいては、便益(B)は被害軽減便益・人命保護便益とし、整備に係る事業費を費用

(C)として評価するものである。 

 

 

2． 事業全体の投資効率性 

1) 地すべり対策に要する費用 

○ 総費用(C)=533 百万 

○ 総費用算出根拠 

地すべり対策に要する費用（事業費）を年度別に設定し、現在価値化したもの。 

事業費 538 百万円 

現在価値 533 百万円 

 

2) 地すべり対策による便益 

○ 総便益(B)=3,230 百万 

○ 総便益算出根拠 

 地すべりによる被害が被害想定区域内に及ぶものとして、その一般資産被害軽減額・公共土木施

設等被害軽減額・人的被害軽減額等を算出し、それぞれ現在価値化したものの合計を総便益とする。

なお、便益は事業投資額に比例して事業初年度から発生し、整備後 50 年間発生するものとする。 

（単位：百万円） 

一般資産被害軽減額 公共土木施設等被害軽減額 人的被害軽減額 
合計 

人家 事業所 耕地 道路 公益施設 人的被害 

1,838 24 0 130 759 479 3,230 

 

 

 

【費用対効果分析の結果】 

 

Ｂ／Ｃ（再評価時点）＝3,230百万円／ 533百万円 ＝ 6.06 
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１
　

土
地

・
植

生
の

改
変

（
造

成
、

敷
地

整
備

）
段

階
で

の
環

境
配

慮

□
（
１

）
農

林
地

等
の

緑
地

や
植

生
の

改
変

に
係

る
環

境
配

慮

□
・

□
・

□
・

　
植
生
の
改
変
を
最
小
限
と
し
、
施
工
後
は
積
極
的
に
復
元
を
図
る
。

□
・

□
・

□
・

□
（
２

）
地

形
や

地
盤

の
改

変
に

係
る

環
境

配
慮

□
・

　
対
策
施
設
及
び
工
事
用
道
路
の
計
画
に
あ
た
り
、
地
形
改
変
の
影
響
範
囲
を
最
小
限
に
す
る
。

□
・

　
表
土
の
再
利
用
に
努
め
る
。

□
・

　
表
土
の
露
出
箇
所
は
植
生
を
図
る
。

□
・

　
施
工
中
の
土
砂
流
出
対
策
を
図
り
、
表
土
崩
落
が
懸
念
さ
れ
る
箇
所
に
お
い
て
は
植
生
に
て
対

応
す
る
。

□
・

　
施
工
時
期
を
考
慮
す
る
。

□
・

□
・

□
・

□
・

□
・

　
水
質
汚
濁
等
の
対
策
を
図
り
、
周
辺
環
境
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
す
る
。

□
・

　
他
工
事
か
ら
の
搬
入
土
砂
は
極
力
利
用
せ
ず
、
現
場
内
に
て
発
生
す
る
土
砂
を
流
用
す
る
。

表
土
の
流
出
防
止
や
土
砂
災
害
防
止
の
た
め
、
雪
解
け
時
期
や
豪
雨
・
長
雨
の
時
期
に
お
け
る
地
形
改
変
や
表
土
の
露
出
放

置
な
ど
は
で
き
る
だ
け
避
け
る
。

残
存
緑
地
や
樹
木
・
樹
林
な
ど
の
周
縁
の
植
生
の
保
全
と
確
保
に
配
慮
す
る
。

植
生
の
改
変
や
農
林
地
等
の
緑
地
の
改
変
に
当
た
っ
て
は
、
植
生
や
緑
地
が
持
つ
水
源
か
ん
養
、
表
土
保
全
、
災
害
防
止
な

ど
の
多
面
的
機
能
の
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
適
切
な
植
栽
や
緑
化
な
ど
の
代
替
措
置
に
努
め
る
。

間
伐
な
ど
に
よ
っ
て
発
生
し
た
林
地
残
材
の
有
効
利
用
や
計
画
地
内
緑
地
な
ど
に
お
け
る
小
動
物
の
生
息
場
所
へ
の
活
用
な

ど
に
努
め
る
。

地
形
の
改
変
に
当
た
っ
て
は
、
表
土
の
保
全
と
活
用
に
配
慮
し
、
表
土
の
一
時
貯
留
と
保
育
、
計
画
地
内
で
の
公
園
や
緑
地

な
ど
の
植
栽
空
間
へ
の
活
用
に
努
め
る
。

地
形
の
改
変
に
伴
う
土
砂
流
出
に
よ
る
河
川
や
湖
沼
、
海
等
の
水
質
汚
濁
の
防
止
や
適
切
な
沈
泥
池
や
緑
地
な
ど
の
緩
衝
地

の
確
保
、
地
表
面
の
露
出
放
置
の
防
止
と
早
急
な
植
栽
や
緑
化
対
策
な
ど
に
努
め
る
。

流
通
団
地
や
工
業
団
地
、
大
規
模
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
等
の
大
規
模
造
成
工
事
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
小
区
画
ご
と
に
順
次
実

施
し
、
造
成
地
の
安
定
と
緑
地
や
植
栽
の
育
成
に
努
め
る
。

造
成
な
ど
に
よ
り
、
大
規
模
な
法
面
や
擁
壁
が
生
じ
な
い
よ
う
に
十
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な
緑
化
や
擁
壁
等
の
多

自
然
型
工
法
な
ど
に
努
め
る
。

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
、
農
地
や
草
地
開
発
等
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
で
き
る
だ
け
自
然
地
形
を
活
用
し

た
利
用
計
画
と
し
、
地
域
の
自
然
景
観
や
自
然
環
境
の
保
全
に
配
慮
す
る
。

地
形
の
改
変
に
当
た
っ
て
は
、
自
然
地
形
を
生
か
す
よ
う
に
工
夫
し
、
で
き
る
だ
け
改
変
規
模
の
低
減
に
努
め
る
と
と
も

に
、
地
形
が
果
た
し
て
き
た
水
資
源
保
全
、
気
候
調
節
、
景
観
形
成
な
ど
の
役
割
に
配
慮
し
、
そ
れ
ら
へ
の
影
響
の
低
減
に

努
め
る
。

表
土
の
露
出
放
置
に
よ
る
土
ぼ
こ
り
な
ど
の
影
響
を
で
き
る
だ
け
低
減
す
る
よ
う
努
め
る
。

開
発

事
業

等
に

お
け

る
環

境
配

慮
指
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チ

ェ
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ク
表

地
盤
の
掘
削
、
軟
弱
地
盤
地
で
の
地
盤
安
定
化
の
た
め
の
地
下
水
の
排
水
、
流
路
の
遮
断
、
地
盤
凝
固
剤
の
注
入
な
ど
を
行

う
場
合
に
は
、
周
辺
地
域
で
の
地
盤
沈
下
や
地
下
水
汚
染
な
ど
の
防
止
に
配
慮
す
る
。

盛
土
や
埋
土
を
行
う
場
合
に
は
、
搬
入
す
る
土
砂
の
性
状
な
ど
に
十
分
配
慮
し
、
地
下
水
汚
染
物
質
な
ど
が
含
ま
れ
る
土
砂

等
の
使
用
を
避
け
る
と
と
も
に
、
地
下
水
や
環
境
汚
染
の
防
止
に
努
め
る
。

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
土
地
の
保
護
・
保
全
に
配
慮
す
る
。

第
四

次
青

森
県

環
境

計
画

改
変
計
画
地
内
に
生
育
す
る
希
少
種
や
貴
重
種
、
巨
樹
・
巨
木
林
、
自
然
植
生
、
湿
原
、
景
観
木
・
花
木
な
ど
を
良
好
な
環

境
資
源
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
改
変
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
に
は
、
改
変
区
域
内
の
植
栽
空
間

な
ど
へ
の
移
植
に
配
慮
す
る
。
ま
た
、
移
植
に
当
た
っ
て
は
、
表
土
の
保
全
と
一
体
的
な
生
育
環
境
の
保
全
に
配
慮
す
る
。

冬
期
や
豪
雨
・
長
雨
の
時
期
に
は
、
表
土
保
全
や
表
土
流
出
防
止
な
ど
の
観
点
か
ら
、
大
規
模
な
樹
木
の
伐
採
や
地
表
植
物

の
改
変
な
ど
を
で
き
る
だ
け
避
け
る
。

人
工
林
の
伐
採
に
当
た
っ
て
は
、
水
源
か
ん
養
や
表
土
保
全
、
大
気
浄
化
な
ど
の
多
面
的
機
能
の
維
持
・
増
進
に
配
慮
す
る

と
と
も
に
、
生
物
の
生
息
・
生
育
環
境
の
確
保
等
の
観
点
か
ら
特
に
必
要
な
場
所
に
つ
い
て
は
落
葉
広
葉
樹
林
等
の
育
成
な

ど
、
人
工
林
の
混
交
林
、
複
層
林
化
に
努
め
る
。

（
土

地
の

改
変

な
ど

の
敷
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整

備
や

建
築
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建

設
段

階
）
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事

業
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対
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地
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大
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長

根
）



（
2
／
2
）

チ
ェ

ッ
ク

欄
環

　
境

　
配

　
慮

　
指

　
針

具
 体

 的
 な

 内
 容

（
事

業
名

：
地

す
べ

り
対

策
事

業
　

）
（
地

区
名

等
：
大

山
長

根
）

□
（
５

）
敷

地
整

備
段

階
で

の
重

機
の

使
用

に
係

る
環

境
配

慮

□
・

低
騒
音
、
低
振
動
、
排
ガ
ス
規
制
対
策
型
の
重
機
を
使
用
し
、
周
辺
環
境
に
配
慮
す
る
。

□
・

低
騒
音
、
低
振
動
、
排
ガ
ス
規
制
対
策
型
の
重
機
を
使
用
し
、
周
辺
環
境
に
配
慮
す
る
。

□
・

工
事
時
期
及
び
天
候
を
考
慮
す
る
。

□
（
６

）
土

砂
等

の
搬

出
・
搬

入
に

係
る

環
境

配
慮

□
・

現
場
発
生
土
は
流
用
土
と
し
て
現
場
内
で
利
用
し
、
地
域
外
へ
の
土
砂
の
搬
出
を
最
小
限
に
す

る
。

□
・

地
域
外
へ
の
搬
出
を
最
小
限
に
す
る
。

□
・

地
域
外
へ
の
搬
出
を
最
小
限
に
す
る
。

□
（
７

）
廃

棄
物

処
理

等
へ

の
配

慮

□
・

再
資
源
化
施
設
へ
搬
入
し
、
適
正
に
処
理
す
る
。

□
・

表
土
や
植
物
を
他
地
域
へ
搬
出
す
る
場
合
は
、
搬
入
地
で
の
生
態
系
へ
の
影
響
に
十
分
配
慮
す
る
。

建
築
物
等
の
解
体
に
伴
う
建
設
廃
材
な
ど
は
で
き
る
だ
け
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
廃
棄
物
は
適
正
に

処
理
す
る
。

搬
入
す
る
土
砂
な
ど
に
含
ま
れ
る
土
壌
汚
染
物
質
の
有
無
を
確
認
す
る
な
ど
、
改
変
地
域
及
び
周
辺
地
域
の
地
下
水
や
土
壌

へ
の
影
響
の
防
止
に
努
め
る
。

植
生
の
伐
採
、
地
形
や
地
盤
の
改
変
な
ど
を
行
う
場
合
の
重
機
の
使
用
に
伴
う
排
ガ
ス
や
騒
音
・
振
動
が
周
辺
の
生
活
環
境

や
野
生
動
物
の
生
息
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の
防
止
に
努
め
る
。

地
形
改
変
等
に
伴
っ
て
発
生
す
る
抜
根
な
ど
は
適
正
に
処
理
す
る
。

低
騒
音
・
防
振
機
器
の
活
用
、
遮
音
壁
な
ど
の
設
置
、
野
生
動
物
の
繁
殖
時
期
に
お
け
る
重
機
の
使
用
抑
制
な
ど
に
努
め

る
。

重
機
に
よ
る
地
形
改
変
な
ど
を
行
う
場
合
は
、
適
切
な
散
水
な
ど
に
よ
り
土
ぼ
こ
り
の
発
生
防
止
に
努
め
る
。

土
地
の
改
変
な
ど
を
行
う
場
合
は
、
地
域
内
か
ら
地
域
外
へ
の
土
砂
の
搬
出
入
の
抑
制
に
努
め
る
。
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保全対象施設

航空写真

対策工実施状況

3ﾌﾞﾛｯｸ 集水井工 1ﾌﾞﾛｯｸ 横ボーリング工

4ブロック末端部の表層崩壊（H17.9)

② 基幹集落センター(避難所)

① 老人憩いの家(避難所)

①老人憩いの家
（避難所）

②基幹集落ｾﾝﾀｰ
（避難所）

4ﾌﾞﾛｯｸ 横ボーリング工
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